
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 

学 校 名 土岐市立肥田小学校附属幼稚園 

実 施 期 間 平成２６年１１月１７日（月） 

 

実 施 概 要 

  
＊焼き芋会 
・ 自分達で育て，収穫したサツマイモを地域の女性部の方達と一緒に

準備して楽しく食べる。 
・ 焼き芋が焼ける様子を知る。 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   □レその他 

 公開の方法 
  □授業公開 □成果発表 □レ交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

 

 

保 護 者    ０ 人 
計 ４ 人 

地域関係者    ４ 人 

 

 

実 施 状 況 

 〈はじめに〉 

・ 今回サツマイモの成長が悪く，収穫する日程がなかなか決まらなか
ったことで，焼き芋会の日程も決まらず，そのため，地域の女性部
の方たちへの連絡が遅くなってしまい，参加者が例年に比べると少
なかった。 

・ 今年度サツマイモの収穫が少なかったことを保護者に伝えたとこ
ろ，心配してくださり，芋を寄付していただき，子ども達が十分食
べられる芋ができた。 

・ 教師だけが焼き芋を焼くのではなく，子ども達が苗植えをして育て，
収穫した芋を焼くため，子ども達もできることはないかということ
で，異年齢で近くの山へ小枝拾いに出かけ，焼くための準備をした。 

 〈準備の過程〉 

◎ 当日は天候も良く，イモ洗い，芋をアルミ箔で包むまでを女性部の
方と一緒に行った。 

・ 一つ一つを女性部の方の指導や出来栄えを褒めてもらうなどして，
和やかな雰囲気で芋包みができた。 

・ ５歳児の作る様子や作ったものを見てから，４歳，３歳児の順番で
行った。そのため，３，４歳児が見よう見まねで，少し手伝っては
もらっていたが，自分で作りたい思い（楽しいお手伝い気分）で，
芋包みができた。 

・ 芋包みが終了後，芋を順番に焼き場へ持ってくる時に，教師から「熱
いから気をつけてお芋を入れてね。投げて入れないで，静かにそっ
と，でも素早く入れてね。」と火の危険さ，物を大切にすることを
きちんと指導したことで，安全に行うことができた。また，実際に
「熱い」を実感すると約束を守って行動しようとする緊張の姿があ
った。 

 

 



 

 

 

 

 

・ モミがだんだん焼けて黒くなっていく様子を見て，「モミがみんな
黒くなったら食べられるんだね」「まだかな」など焼ける様子を見
ながら楽しみに待つ，わくわく感をどの子も様子を見ながら味わっ
ていた。 

・ 焼けた芋がほくほくでおいしかったため，子ども達がいい顔であっ
た。焼けた芋は，中が黄色で“甘い”を味わった。 

 

 

成果及び課題 

○安全や環境問題等でたき火をする光景がなくなる現在で，子ども達に，
小枝や落ち葉を，燃やして焼き芋ができる。そんな素朴な自然の姿をみ
せることができたことは，伝統を引き継いでいきたい活動ではないかと
思った。 

○焼き芋を焼くまでの準備は大変である。子ども達に体験させたいという
思いはあるが，職員も少なく，一人の教師が自分のクラスの子ども達一
人一人をしっかり見守ることは難しい。しかし，地域の方が手伝ってく
ださったことで，子ども達にとっても，地域の方と触れあい，かかわる
ことで，無理なく活動できたことは良かった。また，教師とは違った雰
囲気で，楽しく活動できたことも良かった。 

○特に異年齢でこの会を行う活動はしなかったが，日常の保育の中で，異
年齢とのかかわりがうまくできていたため，小さい子は，自分のペアー
のお兄さんお姉さんの行動を興味をもって見ることができたし，年長は
自分のペアーの子が困っていると手伝う優しい姿や張り切る姿が見られ
たのは良かった。 

 

●今回焼き芋を初めて体験し，焼き芋の美味しさを実感した若い職員もお
り，年配の職員で自分が知っている，また，持っている，引き継ぐと良
い伝統的な活動を積極的に知らせていけたらと改めて思った。 

●今回予定が組めなかったこともあり，焼き芋会を実施した曜日が月曜日
であったため，準備が大変であった。この反省を活かして活動日を配慮
していきたい。 

 


